
 

 

 

2023年度 

一般財団法人くまもと SDGs推進財団 

第２回臨時理事会議案書 
 

 

 

 

２０２３年１２月２３日執行役員会（１５時～） 

２０２３年１２月２３日理事会 提案 

２０２３年１２月２３日理事会 承認 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日時：2023年 12月 23日（土）16時～ 

会場：財団事務所 
（熊本市中央区安政町 3-13） 

 

一般財団法人くまもと SDGs推進財団 
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第２回臨時理事会次第 

 

０ 定足数確認（定款第４５条） 

１ 開  会 

２ 代表理事挨拶 

３ 議長選出（定款第４４条）  

４ 議事録署名人（定款第４８条第 2項） 

５ 議  事 

 

第 1号議案 2023年度下半期計画（案） 

第２号議案 2023年度下半期補正予算（案） 

第３号議案 審査委員の選任 

 

６ そ の 他 

７ 閉  会 
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定足数確認（定款第４５条） 

 

【役員：理事及び監事】出席確認欄（次第「定数確認」関係）  

 

役職名 氏   名 出 欠  

理 事 明石 祥子 出 ・ 欠 
 

理 事 大森 眞樹 出 ・ 欠  

理 事 徳永 伸介 出 ・ 欠 
 

理 事 成尾 雅貴 出 ・ 欠  

理 事 西原 明優 出 ・ 欠  

理 事 原  育美 出 ・ 欠 
 

理 事 藤田可奈子 出 ・ 欠 
 

理 事 山口 久臣 出 ・ 欠  

   

 

役職名 氏   名 出 欠  

監 事 福井雄一郎 出 ・ 欠  

監 事 矢田 智之 出 ・ 欠  

 

  ※出欠欄については、当日出欠確認済 
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第 1号議案）２０２３年度下半期の計画 
 

◆ 下半期の事業計画                   ♦ 

 

１、事業について 

「大地を守るふるさとの森基金」は、基金の目的・使命をより明確にするために「豊

かで災害に強いふるさとの森づくり基金」と名称を変更し、寄付サイトが１０月に公開

となり、ホームページでの寄付募集開始となっている。１２月１５日時点で総事業費が

確定し、来年の一次助成に向けて準備を進めている。 

本臨時理事会においては、「豊かで災害に強いふるさとの森づくり基金」の事業計画

案と補正予算案を協議し、その他の事業は休眠預金事業も不採択となり、次年度以降に

予算が動く事業と修正されたため、ゼロ予算に変更して補正予算を諮りたい。 

 

 

◆  環境保全事業                         ♦ 

 

１、豊かで災害に強いふるさとの森づくり基金 

   事業実施責任者：原育美  副：徳永伸介 

 

 第 1 回の理会において設置を承認された 新たな助成事業である「大地を守るふるさ

との森基金」は、基金の目的・使命をより明確にするために「豊かで災害に強いふるさと

の森づくり基金」と名称を変更し、熊本県内の大地（森）の再生活動支援への寄付募集の

準備を進めてきた。 

令和２年７月の県南豪雨や近年の災害を契機に、熊本県内の山(森)の荒廃が深刻な状態

であり、早急に再生へ取り組む必要があることが明らかになった。そのため、大規模土砂

災害の拡大・再発を防ぎ、県内の河川流域住民の命と暮らしを守るための活動に充てるこ

とを目的とする基金を創設した。 

コングラントの公開審査が済み、１０月２１日に公開が可能となり、１１月２日にホー

ムページでも公開された。今後、基金への関心を高めるために、マスコミリリース、記者

発表、企業への協力依頼、ＳＮＳを中心とした広報に注力する。 

山の荒廃による土砂災害の拡大を防ぐには、山の再生に取り組み保水力を取り戻す必要

があるが、山の再生には数十年から百年を要する。すぐには効果が見えない活動に対して

長期的視点で支えていく仕組みと体制が必要であると考え、事業状況を見ながら３年間の

中期的助成事業の実施を考えている。 

熊本県内の大地（森）の再生活動支援への寄付を募る本基金は、国や自治体など公的機

関の支援が届かない、あるいは支援が間に合わない地域や活動を実施する市民団体を対象

とする目的としていることから、実施期間は少なくとも常設基金として３年を予定してい

るが、事業実施効果や支援継続の必要性、あるいは実施団体のニーズなどによって実施機

関を延長することも検討していきたい。支援する活動としては、鳥獣被害対策としての防

護ネット張り、持続可能な林業として自伐型林業の普及活動、植林、ジビエ商品開発、環

境保全に関わる人材育成活動などを対象とする。 
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＜事業予算＞ 

総事業費 ３００万円（助成事業費２１０万円、諸経費３０万円、管理費６０万円） 

諸経費内訳：旅費交通費（取材費含）７万円、諸謝金６万円（審査会）、賃借料２万円、

通信運搬費１万円、消耗品費１万円、雑費３万円 

次年度繰越分１０万円（事務委託費等） 

  

＜スケジュール＞ 今後のスケジュールを以下のように変更する。 

１０月下旬：寄付サイトとＨＰを完成 

１０月下旬：基金公開寄付受付 広報活動、企業へ支援協力依頼     

寄付募集期間／第一次助成に向けて：２０２３年１０月２３日～１２月１５日 

※以降、第２次・第３次助成に向けて、３年間募集継続予定 

１２月２３日 第２回臨時理事会（議題：補正予算及び審査員の選任） 

       公募要項確定 

１２月２３日～２０２４年１月１３日 助成団体募集期間 

２０２４年１月１５日 審査会（①委嘱状交付、②審査、③採択団体決定） 

２０２４年１月１７日 執行役員会開催（採択団体承認） 

２０２４年１月１８日 採択団体へ通知 

事業実施期間（第１次公募分）原則として、２０２４年１月中旬から４月３０日まで。 

 ※活動現場の状況を踏まえ、期間を延長することも可能とする。 

２０２４年１月下旬以降 事業実施団体との調整が整った事業費用を、順次振り込み 

 ※以後事業の進展に伴い必要経費の状況を見ながら、順次執行役員で協議する。 

２０２４年３月２０日 春分の日 ※国際森林記念日（３月２１日） 

「大地を守るふるさとの森シンポジウム（仮名）」当財団主催 

２０２４年度 スタディツアーを予定 

※助成実施（３年間予定） 

  

＜助成対象事業＞ 

・山（森）の現状（豪雨被害による影響）調査、 

・土砂崩れ防止の林道整備、（林道を作らない切り出し方法等） 

・森再生に関する勉強会、研修会開催 

・持続可能な林業勉強会、間伐などの勉強会 

・鹿の防護ネットはり 

・植林、下草刈り 

・山の保全に係る人材育成 

など、緊急性、および継続性の見込まれる取り組みを助成対象とする。 
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第２号議案）2023年度下半期補正予算案 
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第３号議案）審査員の選任について 
本年度６月時点で、審査員が全て任期切れとなっていることから、助成事業に応じた審

査員の人選が必要となっている。当財団の「審査委員の委嘱等に関する規程」第３条に基

づき、代表理事が選任した各審査委員を理事会にて承認いただきたい。 

 

当財団審査会の審査委員 

氏  名 役  職 選 任 理 由 任期 

岡本 哲夫 前山都町副町長・

元熊本県庁 

長年地方行政に携わり、地域づくり団体

とのネットワークも持つ。 

2022年 6月 

理事会終了時 

高木 聡史 一般社団法人

minori代表理事 

社会福祉士として熊本地震後、被災者見

守り等の経験が豊か。 

2022年 6月 

理事会終了時 

竹内裕希子 熊本大学大学院先

端科学研究部教授 

地域防災、防災教育、地理学を専門とす

る。 

2022年 6月 

理事会終了時 

岡崎 光治 熊本県歯科医師会

事務局長 

県の医療政策（コロナ対策）を司る健康

局長を過去務めており、当該分野での経

験と見識が豊富である。 

2023年 6月 

理事会終了時 

菊住 幸枝 ひとり親家庭福祉

協議会会長 

左記団体の事務局長として熊本県内にお

けるひとり親家庭への継続した支援と同

保護者への就労支援等に尽力している。 

2023年 6月 

理事会終了時 

柳田紀代子 尚絅大学現代文化

学部教授（地域マ

ネージメント） 

前任が県健康福祉部子ども・障がい福祉

局長であり、児童福祉、ひとり親家庭福

祉及び障がい者支援行政を司る局長であ

り、この分野での経験や見識が豊か。 

2023年 6月 

理事会終了時 

柴田 祐 熊本県立大学環境

共生学部教授 

中山間地域における農村や集落研究に対

する見識が豊かであり、熊本地震の復旧

復興支援及び球磨川流域の集落支援と研

究には豪雨災害以前から関わっている。 

新規 

つる 詳子 自然観察指導員熊

本連絡会会長 

熊本県内の山の調査・保護活動や環境問題

に長年関っており、令和 2年７月豪雨での

流域の被災集落や山の崩壊箇所の現状と

課題について見識が豊かである。 

新規 

國武 智仁 國武林業代表 

熊本県林業研究グ

ループ連絡協議会

会長 

林業の現場から山や森林を良く知り、木材を

活かす事業にも取り組む起業家として見識

が豊か。 
新規 

陶山 えつ子 熊本難病・疾病団

体協議会代表 

熊本県林業従事者

育成基金評議員 

難病の当事者側と支援者側の両面からの見

識を持ち、認定ＮＰＯ法人や難病支援団体、

林業で役職を務め、見識が豊か。 
新規 

樋口 務 特定非営利活動法

人くまもと災害ボ

NPOくまもとでの代表経験と人脈を活か

し、熊本地震後は県内外の災害支援組織
新規 
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ランティア団体ネ

ットワーク

（KVOAD）代表 

との情報共有会議を行うなど、災害分野

での見識が豊か。また孤独孤立官民連携

プラットフォームの事務局も担う。 

 

※任期：理事会承認の日から当財団助成金審査会規程第３条第３項に定める日まで 

※本来審査委員の氏名は公表を前提としている（寄付金取扱規程第１０条第２項） 

 

 

６ その他 
１．今後の執行役員会、理事会の予定について 

 

（１）理事会等の開催日程（予定） ※開催予定時間は１５：００から 

 

１２月２３日（土）２３年度第２回臨時理事会  定款第１１条第１項 

           議題：審査員の人選、補正予算の協議 

２０２４年３月２３日（土）２３年度第３回通常理事会  定款第１１条第１項 

           議題：２４年度の事業計画書及び収支予算書等の決議 

２０２４年６月１５日（土）２４年度第１回通常理事会  定款第３２条第５項 

           議題：２３年度の事業報告及び決算報告等 

２０２４年６月２９日（土）２４年度定時評議員会    定款第２０条２１条 

           議題：２３年度の事業報告及び決算承認 

              ２４年度の事業計画及び収支予算報告等 

 

（２）執行役員会の開催日程（予定） ※開催予定時間は１７：００から 

 １２月２３日（土）、１月１７日（水）※審査会後の助成団体承認 

３月６日（水）、５月２９日（水） ※必要時に追加計画 

 

   議案は、それぞれ２週間後に開催される理事会への付議事項の協議 


